
授業科目(ナンバリング) 介護過程ⅢA（介）(DB410) 担当教員 大町いづみ 

展開方法  演習 単位数  1単位 開講年次・時期 4年・前期 必修・選択 
選択 

（介護必修） 

授 業 の ね ら い  

アクティブ・ 

ラーニング 

の 類 型 

介護による利用者の生活支援活動に介護過程は不可欠なものであり、介護の専門的知識・技術からなる

介護実践の全体像であるといえる。本演習では、適切な介護サービスの提供ができるよう、他の科目で学

習した知識や技術を統合して、アセスメントから介護計画を立案していく能力をグループワーク等も取り

入れながら養う。 

本演習は、本人の望む生活の実現に向けて、生活課題の分析を行い、根拠に基づく介護実践を伴う課題

解決の思考過程を習得する学習とする。本演習を受講することで、本学のディプロマポリシーでも示され

ている（介護福祉士としての）専門知識・技術を修得し、課題解決を図ることができるようになることも

ねらいとしたい。 

①④⑤⑥⑪ 

ホスピタリティ

を構成する能力 
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標 評価手段・方法 評価比率 

専門力 

アセスメントからニーズの把握事項を説明できる。 

ニーズを満たす方策を説明できる。 

根拠に基づいた介護計画について説明できる。 

課題レポート 

発表 

50％ 

10％ 

情報収集、 

分析力 

利用者を主体としたその人らしさを重視した介護計画を類別でき

る。 

利用者の課題を指摘できる。 

発表 15％ 

コミュニケーシ

ョン力 

利用者主体の生活がより良くなるための自立支援について討議が

できる。 
意見交換 10％ 

協働・課題解決

力 
包括的で具体的な介護目標、計画に寄与できる。 課題レポート 15％ 

多様性理解力       

出  席 受験要件 

合  計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明   

・課題レポート：内容(65％) 

・発表：演習への取り組み姿勢、発言内容（25％） 

・意見交換：他者の意見を聴き、自分の意見を述べる（適切性や正確性）（10％）等を踏まえ総合的に評価する。 

また、課題レポートは提出後に授業内等でフィードバックする。 

・課題レポートは演習事例を分析・統合し、介護計画を立案した内容（アセスメント能力・思考過程の手続きを踏 

んでいるか・判断根拠の提示・知識の統合・表出された言語・語彙力・専門用語の使用の適正さ）で評価する。 

授 業 の 概 要 

介護実習Ⅲおよび介護総合演習Ⅲと関連付けながら、介護過程を展開していく上で必要な情報収集やその分析（アセ

スメント）、課題や目標設定、計画作成、評価の方法等について学ぶ。介護過程に沿った具体的な学びとなるため、毎

時においての資料作成など、事前学習・事前準備が必要となるグループワークによるディスカッションも取り入れなが

ら作成を工夫していく。 

この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分とする。 

教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書：介護福祉士養成講座編集委員会（2019）最新介護福祉士養成講座 9『介護過程』中央法規出版株式会社 

指定図書：介護福祉士養成講座編集委員会（2019）最新介護福祉士養成講座 9『介護過程』中央法規出版株式会社 

授業外における学修及び学生に期待すること 

利用者が主体であることを常に意識してこれまで学習した知識・技術等を統合しながら学習を進めてほしい。 

そのためにも、これまで学んできた、他の科目の復習をしてください。 

また、演習を円滑に実践するためには、計画的な準備が重要となります。介護実習との関連もありますので、必要

な記録や自分の考えを整理して授業には臨んでください。何事にも主体的に取り組むことを期待します。 



回 テ ー マ 授 業 の 内 容    予習・復習 

1 介護過程の展開 

介護過程の全体像について学ぶ。 

生活支援における介護過程の必要性について事例か

ら理解する。 

予習：介護過程展開調べ 

復習：介護過程における基

礎知識の整理 

2 

アセスメント① 

介護過程とチームアプロー

チ①事例検討 

事例の情報から、介護に必要な情報を抽出し、情報整

理を行う。情報収集の意義と方法について学ぶ 

予習：情報収集の方法につ

いて検討 

復習：必要な情報を再確認 

3 アセスメント②事例検討 
アセスメントシート（介護実習Ⅲで使用するシート）

を用いて、情報の整理を行う。 

予習：必要な情報を整理 

復習：必要な情報を整理 

4 アセスメント③事例検討 

アセスメントの意義と思考の方法を理解する 

アセスメントから生活課題を明確にするプロセスを

理解する 

予習：情報の分析と判断 

復習：課題と根拠の整合性

の整理 

5 

アセスメント④ 

介護過程とチームアプロー

チ② 

課題とその根拠について意見交換しながら検討する。 

予習：課題の優先順位検討 

復習：課題整理 

6 アセスメント⑤ 
課題の優先順位について学び、生活上の課題について

優先順位を検討していく。 

予習：課題の優先順位検討 

復習：課題整理 

 

7 介護計画の立案① 
各課題の達成目標を明確にしながら長期目標・短期目

標を設定する。 

予習：目標の具体性確認、

計画案見当 

復習：計画案再確認 

8 

介護計画の立案② 

介護過程とチームアプロー

チ③ 

目標達成のための支援方法を考え、介護計画を作成す

る。計画に基づいて実施可能かどうかも検討する。 

予習：介護計画書作成 

復習：支援方法案見直し 

9 

介護計画の立案③ 

介護過程とチームアプロー

チ④ 

介護職員や協働する他の専門職のケアとの関連性を

理解したうえで、共有できるような介護計画の書き方

を検討し、介護計画書を作成する。 

予習：介護計画書作成 

復習：介護計画書整理 

10 介護過程の展開の理解① 

介護計画を実施するために必要なことについて、介護

者側、利用者側の両方から考えていく。また、実施記

録の必要性を理解する。 

予習：評価視点の検討 

復習：記録の意義の整理 

11 介護過程の展開の理解② 
事例の実際の経過をもとに、評価する内容と方法を理

解する。評価の意義について理解する。 

予習：評価後の流れ（過程）

の検討 

復習：評価の方法を整理 

12 介護過程の展開の理解③ 

評価に基づいて、介護計画の修正や、新たな介護計画

の作成について検討する。スーパービジョンについて

も学ぶ。 

予習：計画の評価実施 

復習：修正箇所の整理、実

習記録等の整理 

13 
事例検討 

介護過程の展開の理解④～

⑥ 

（アセスメント） 

提示された事例について各グループで看護過程（介護

計画の立案まで）を検討して整理をし、まとめ、全体

で発表する。ディスカッションを通してさらに学びを

深める。 

予習：各自で事例の情報ア

セスメントまで整理 

復習：事例に対する看護展

開について確認する。 
14 

15 
  

  


